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杉
山
さ
ん
の
ζ
と

鈴
木
裕
子

私
が
初
め
て
杉
山
さ
ん
を
お
見
か
け
し
た

の
は
、
平
成
四
年
十
一
月
、
支
部
山
行
で
韓

国
・
智
異
山
登
山
の
た
め
、
仙
台
空
港
に
行

っ
た
時
だ
っ
た。

当
時
の
岡
田
支
部
長
が
、
杉
山
さ
ん
の
こ

と
を
、
秋
田
支
部
の
会
員
で
、
秋
田
銀
行
仙

台
支
店
に
勤
務
し
て
い
る。
わ
ざ
わ
ざ
お
見

送
り
に
来
て
く
れ
た
と
言
っ
て
い
た
。

そ
の
頃
、
杉
山
さ
ん
は
仕
事
が
忙
し
い
ら

し
く
、
山
行
に
参
加
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
総
会
に
は
出
席
す

る
こ
と
も
あ
り
、
何
と
な
く
顔
見
知
り
に
な

っ
て
い
た
。

平
成
十
六
年
九
月
、
日
本
山
岳
会
百
周
年

記
念
事
業
の
分
水
嶺
踏
査
で
、
八
幡
平
・
番

岳
か
ら
孫
六
温
泉
分
岐
ま
で
の
縦
走
山
行
へ



(2) 

参
加
さ
れ
た
時
、
私
と
同
じ
班
で
共
に
行
動

を
し
た
事
が
思
い
出
さ
れ
る
。
雨
が
降
っ
て

い
た
。
初
日
は
参
加
者
十
四
名
、
雨
の
中
を

番
岳
か
ら
関
東
森
を
越
え
て
、
八
瀬
森
山
荘

泊
り
と
な
っ
た
。
賑
や
か
な
夜
だ
っ
た
。

次
の
日
、
大
白
森
小
屋
の
前
で
、
歩
き
な

が
ら
採
っ
た
キ
ノ
コ
を
み
そ
汁
に
入
れ
、
昼

食
。
「毒
キ
ノ
コ
で
ね
ベ
な
」

と
か
、
「
し
っ

か
り
煮
だ
ほ
う
い
い
な
」
「
沸
騰
、
沸
勝
」
と

－一
言
っ
た
こ
とが
懐
か
し
い
。

平
成
二
十
二
年
八
月
、
時
間
に
余
裕
が
出

来
た
か
ら
、
山
行
の
時
に
は
声
を
か
け
て
ほ

し
い
と
言
っ
て
い
た
の
で
、
常
念
岳
1

蝶
ケ

岳
縦
走
に
誘
っ
た。

杉
山
さ
ん
は
、
登
山
道
脇
の
山
野
草
を
見

つ
け
「
こ
れ何
と
い
う
花
っこ
だ
す
か
」
と

聞
か
れ
た
が
、
私
は
高
山
植
物
に
疎
い
の
で

「
常
念
シ
ラ
ン
ソ
ウ」
と
で
た
ら
め
を

一言
う

と
、
「
ん
だ
す
か」
と
初
め
は
信
用
し
て
い
た

が
、
「
深
山
ワ
カ
ラ
ン
ソ
ウ
」
に
な
る
と
、
さ

す
が
気
づ
い
て
大
笑
い
し
て
い
た
。

常
念
岳
山
頂
直
下
に
あ
る
常
念
小
屋
で
、

同
行
の
佐
々
木
民
秀
さ
ん
と
今
野
昌
雄
さ
ん

は
ア
ル
コ
ー
ル
が
だ
め
な
の
で
、
杉
山
さ
ん

と

二
人
、
食
堂
で
生
ビ
ー
ル
を
飲
ん
だ
。
北

ア
ル
プ
ス
で
は
何
処
の
小
屋
で
も
生
ビー
ル

が
飲
め
て
、
お
い
し
い
食
事
が
で
る
。

二
人
で
取
り
留
め
の
な
い
話
を
し
て
、
何

の
話
を
し
た
の
か
は
忘
れ
て
し
ま
っ
た
け
ど
、

「
俺
、
も
う一
杯
もら
っ
て
く
る
す
」

と
言

っ
て
、
お
か
わ
り
の
ジ
ョ
ッ
キ
ー

と
枝
豆
を

買
っ
て
き
て
、
に
こ
に
こ
と
美
味
し
そ
う
に

飲
ん
で
い
た
笑
顔
を
思
い
出
す
。

平
成
二
十
三
年
に
支
部
役
員
に
推
薦
さ
れ
、

そ
の
責
任
感
か
ら
時
間
を
無
理
に
あ
け
、
春

の
神
宮
寺
岳
山
行
に
参
加
し
た
。

そ
し
て
、

次
の
会
議
へ
と
伊
豆
山
に
は
参
加
せ
ず
、
帰

っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
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常念岳山頂での杉山さん

平
成
二
十
四
年
四
月
、
公
益
社
団
法
人
と

な
っ
た
日
本
山
岳
会
秋
田
支
部
の
会
計
を
引

き
受
け
て
く
れ
た
時
は
、
本
当
に
あ
り
が
た

か
っ
た
。
総
会
で
受
付
を
担
当
し
、
術
後
と

思
え
な
い
程
元
気
だ
っ
た
の
で
、
安
心
し
て

い
た
。

そ
し
て
七
月
、
連
絡
事
項
が
あ
っ
て
、
我

が
家
に
き
た
杉
山
さ
ん
は
、
大
き
な
声
で
と

て
も
元
気
だ
っ
た。

私
は
「
杉
山
さ
ん
復
活

し
た
」
と
喜
ん
で
い
た
。

十
二
月
に
な
っ
て
ご
自
宅
に
連
絡
し
た
時

は
、
元
気
な
杉
山
さ
ん
し
か
頭
に
な
く
、
病

気
が
悪
化
し
て
い
た
と
は
露
知
ら
ず
、
会
計

の
事
を
あ
れ
こ
れ
話
し
て
し
ま
っ
た
。
責
任

感
の
強
い
杉
山
さ
ん
に
は
ど
ん
な
に
辛
い
こ

と
だ
っ
た
ろ
う
。

知
ら
な
か
っ
た
と
は
い
え
、

申
し
訳
な
か
っ
た
と
心
が
痛
む
。

ご
め
ん
な
さ
い
。
杉
山
さ
ん
。
貴
方
か
ら

教
え
て
い
た
だ
い
た
会
計
の
基
本
に
従
い
、

支
部
の
事
務
は
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

ご
指
導
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
（
合
掌
）

秋
田
支
部
自
然
保
護
委
員

掘
井
委
員
の
活
動

＠
秋
田
市
仁
別
国
民
の
森

仁
別
森
林
博
物
館
・

自
然
観
察
会
等
。

五
月
1

十
月
ま
で
十
九
回
担
当
。

（秋
田
市
管
理
）

＠
秋
田
市
仁
別
植
物
園

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

来
園
者
に
植
物、

樹
木
等
の
説
明
等
。

五
月
1

十
月
ま
で
六
回
担
当
。

＠

『
自
然
学
習
セ
ン
タ
ー
ま
ん
た
ら
め
」

（
秋
田市
管
理
）

女
太
平
山
埜
山
サ
ポ
ー
ト

・
前
岳
六
月
1

十
月
一
一
一
回

中
通
小
学
校
玉
年
生
四
十
名
他

・

奥
岳
六
月

・

八
月

二
回

小
学
生
、
初
心
者
三
十
名

会
ス
ノ
l

シ
ュ
l

体
験

一
一月

浜
田
小
学
校
五
年
生
十
七
名

＠
自
然
観
察
会
等

合
象
潟
九
十
九
島
探
訪

会
主
催
）

合
仁
別
渓
谷
ト
レ
ツ
キ
ン
グ
（
岩
城
少
年
自

然
の
家
主
催
小
学
生
十
八
名
）

A
M子
供
雪
上
訓
練
（
北
部
公
民
館
主
催

小
学
生
二
十
名
）

（
県
自
然
観
察
協
議

。
そ
の
他
、
太
平
山
観
光
開
発
、
神
武
館
三

吉
道
場
主
催
の
太
平
山
登
山
や

、

紅
葉

ト
レ
ツ
キ
ン
グ
等
に
サ
ポ
ー
ト
の

一
員

と
し
て
協
力
を
し
て
い
る
。

＠
会
員
で
、
地
場
の
自
然
観
察
会
や
山
行
に

協
力
し

て
い
る
方
は
、
事
務
局
ま
で
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。
支
部
の
公
益
的
事
業
と

し
て
評
価
さ
れ
ま
す
。

支
部
設
立
三

十
周
年
記
念
事

業
で
明
田
富
士

山
に
設
置
し
た

「
日
本
一
低
い

富
士
山
」
の
標

柱
が
、
秋
田
明

回
郵
便
局
の
風

景
印
に
な
り
ま

し
た
。

（
平
成
二
十
六
年
五
月
二
十
七
日
、
意
匠
使

用
願
許
可
。
初
日
印
七
月
二
十
五
日
）

奥
村
清
明
会
員

奥
村
会
員
は
、
平
成
二
十
六
年
十
月

二
十
六
日
か
ら
十
二
月
六
日
ま
で
、
秋

田
魁
新
報
の
「
時
代
を
語
る
」
欄
で
、

生
い
立
ち
ゃ
自
然
保
護
に
対
す
る
思
い

を
四
十
回
に
渡
り
連
載
さ
れ
た
。

親
ヱ
．dで
楽
し
む
山
登
り

五
月
三
十
日
、
本
会
か
ら
昨
年
同
様、
「
子

ど
も
ゆ
め
基
金
」

の
助
成
を
受
け
、
ウ
ェ
イ

プ
サ
イ
ト
「
親
子
で
楽
し
む
山
登
り」
の
原

稿
作
成
依
頼
が
あ
っ
た
。

締
め
切
り
が
六
月
末
の
短
期
間
で
あ
り
、

六
月
八
日
の

「太
平
山
市
民
登
山
」
に
親
子

で
参
加
し
た
方
に
協
力
を
お
願
い
し
て
、
写

真
を
撮
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
。

鈴
木
（
裕
）
事
務
局
長
が
担
当

。

「
太
平山
旭

又
コ
l

ス
」
を
紹
介
。
サ
イ
ト
用
の
原
稿
を

作
成
し
、
八
月一二
十

一
日
送
信
し
た
。



太
平
山
前
岳
に
ベ
シ
チ
を
設
置
あ
れ
こ
れ
！
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太
平
山
前
岳
（
七
七
四

m
）
は
、
市
内
か

ら
身
近
に
あ
り
、
四
季
を
間
わ
ず
登
山
者
に

親
し
ま
れ
て
い
る
。

前
岳
に
ベ
ン
チ
が
あ
れ
ば
良
い
な
あ
と
い

う
芦
を
時
々
耳
に
し
て
い
た
の
で
、
支
部
総

会
で
「
前
岳
に
ベ
ン
チ
設
置
」
を
提
案
し
た

ら
、
支
部
設
立
五
十
五
周
年
記
念
事
業
と
併

せ
て
、
公
益
的
事
業
で
行
う
事
に
決
ま
り
、

私
が
担
当
す
る
事
に
な
っ
た
。

前
年
、
二
手
ノ
文
登
山
口
に
設
置
し
た
時

も
担
当
し
た
の
で
、
ベ
ン
チ
造
り
に
は
自
信

が
あ

っ
た
が
、
問
題
は
前
岳
ま
で
ど
う
や
っ

て
荷
揚
げ
す
る
か
で
あ
っ
た。

担
当
を
引
き
受
け
た
も
の
の
、
設
置
ま
で

に
は
や
は
り
「
あ
れ
や
、
こ
れ
や
」
の
苦
心

が
あ
っ
た
。

前
年
に
ベ
ン
テ
を
設
置
し
た
経
験
が
あ
り
、

図
面
が
あ
っ
た
こ
と
、
知
人
の
住
宅
解
体
業

者
か
ら
良
質
の
秋
田
杉
角
材
を
譲
り
う
け
る

事
が
出
来
た
こ
と
、
弟
が
木
工
所
を
経
営
し

て
い
る
の
で
木
工
機
械
を
借
用
で
き
、一
人

で
思
う
よ
う
に
作
業
が
で
き
た
こ
と
、
さ
ら

に
工
夫
を
し
て
、
ベ
ン
チ
足
下
部
に
腐
敗
防

止
の
た
め
に
ア
ル
ミの
角
材
を
つ
け
た
。

そ
し
て
、
七
月
の
晴
天
時
に
、
防
鹿
剤
と

ペ
ン
キ
を
塗
り
、
現
地
で
組
み
立
て
を
す
る

ば
か
り
に
仕
立
て
て
、
保
管
し
て
お
い
た
。

ま
た
、
二
手
ノ
又
登
山
口
か
ら
前
岳
ま
で

約
一
時
間
三
十
分
の
登
山
道
を
、
荷
揚
げ
し

て
い
た
だ
け
る
会
員
に
連
絡
し
、
協
力
を
確

保
し
て
お
い
た。

好
天
に
恵
ま
れ
た
十
一
月
八
日

（
土
）、
い
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掘

井

弘

よ
い
よ
設
置
の
運
び
と
な
っ
た
。

会
員
や
会

員
外
の
方
も
含
め
て
荷
揚
げ
の
協
力
者
十
五

名
が
二
手
ノ
又
登
山
口
に
集
合
。

ミ
！

テ
ン

グ
の
後
、
今
野
支
部
長
差
し
入
れ
の
バ
ナ
ナ

を
い
た
だ
き
、
思
い
思
い
に
背
負
子
を
つ
け
、

ベ
ン
チ
の
部
品
と
工
具
が
運
ば
れ
た
。
体
力

に
自
信
の
有
る
三
名
が
往
復
で
運
搬
、
と
て

も
助
か
っ
た
。

八
時
十
五
分
頃
出
発
。
女
人
堂
に
前
も
っ

て
運
ん
で
お
い
た
部
品
も
あ
り
、
そ
れ
ら
を

回
収
し
な
が
ら
九
時
五
十
分
頃
前
岳
に
到
着
。

こ
こ
で
、
ベ
ン
チ
設
置
涯
と
歩
道
整
備
瑳に

わ
か
れ
て
作
業
開
始
。

持
参
し
た
電
動
ド
ラ

イ
バ
ー
、
草
刈
り
機
が
大
い
に
役
立
つ
。

ベ
ン
チ
設
置
斑
は
と
て
も
賑
や
か
、
に
わ

か
船
頭
が
続
出
し
て
、
あ
れ
こ
れ
指
示
を
出

す
の
で
現
場
は
混
乱
、
笑
い
が
絶
え
な
か
っ

た
。

こ
こ

で
の
反
省
、
船
頭
は
一
人
で
良
い
！

登
山
者
が
二
人
、
三
人
と
作
業
中
の
我
々

に
ご
苦
労
様
、
あ
り
が
と
う
と
ね
ぎ
ら
い
の

声
が
あ
り
、
嬉
し
い
。
ま
た
ど
こ
か
に
設
置

し
た
い
気
持
に
な
っ
た
。

作
業
は
午
前
中
で
終
了
。
女
人
堂
へ
移
動

し
、
神
社
前
で昼
食
。

お
か
ず
の
交
換
や
ら
、

コ
ー
ヒ
ー
を
い
た
だ
く
な
ど
、
作
業
中
の
笑

い
話
が
飛
び
交
い
、
賑
や
か
だ
っ
た。
午
後

二
時
頃
、
駐
車
場
に
も
ど
り
、
無
事
解
散。

支
部
で
は
、
歩
道
整
備
事
業
の
一
環
と
し

て
、
旭
又
コ
ー

ス
へ
「あ
や
め
底
」
の
看
坂

を
設
置
す
る
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。
仲
間
を

誘
い
合
っ
て
、
ベ
ン
チ
を
利
用
し
、
標
柱
や

看
額
等
を
見
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
。

参
加
者

佐
々
木
民
秀
今
野
昌
雄

鈴
木
裕
子
堀
井
弘
鎌
田
倫
夫

佐
藤
博
鈴
木
美
代

子

石
川
祐
子

安
藤
金
栄
、
熊
谷光
子

会
員
外

畠
山
秀
雄
（
太
平
山
県
立
自
然
公

園
管
理
員
）
小
野
銀
逸
佐
藤
英
賓

石
塚
稔
鈴
木
る
み
子

新
入
会
員
紹
介

佐

藤

責

英

恥
一
五
六
三
七

秋
田
市
横
森
田l
七
l

四
七

昭
和
二
十
一
年
七
月
六
日
生

電
話

O
一
八
｜
八
一二
一
｜

三
二
七
O

入
会

平
成
二
十
六
年
十
一
月

紹
介
者

鈴
木
裕
子
佐
々

木
民
秀

年
次
臨
餐
会
開
催

十
二
月
六
日
午
後
六
時
か
ら
、
東
京
都
新

宿
区
、
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
・

コ
ン
コ
l

ド

ポ
l

ル
ル
l

ム
で
開
催
。
五

一
O
名
参
加
。

出
席
者

佐
々
木
民
秀
今
野
昌
雄

福
田
光
子
鈴
木
裕
子
佐
々
木
長
秀

記
念
山
行

参
加
者

佐
々
木
民
秀 （

七
日
明
神
山
1

高
指
山
）

今
野
昌
雄

鈴
木
裕
子

支
部
会
員
の
動
向

森日本山岳会会長
神崎日本山岳協会会長

左から二人目
左から四人目

佐
々
木
民
秀
会
員
は
、
十
二
月
六
日
に
行

わ
れ
た
年
次
晩
餐
会
で
永
年
会
員
に
推
挙
さ

れ
ま
し
た。

昭
和
三
十
九
年
六
月
に
入
会
に
さ
れ
、
五

十
年
間
在
籍
。



(4) 

晩
餐
会
記
窓
山
行
に
参
加
し
て

佐
々
木

日本山岳会秋田支部

年
次
晩
餐
会
の
翌
日
に
行
わ
れ
た
集
会
委

員
会
主
催
の
懇
親
山
行
は
、
山
中
湖
東
部
に

位
置
す
る
明
神
山
（
鉄
砲
木
の
頭
一
一
一O

九
m
）
・
高
指
山
（一
一
七
四
m
）
に
向
け
、

参
加
者
一
O

一
名
、
パ
ス
二
台
で
新
宿
駅
西

口

・

工
学
院
大
学
前
か
ら
午
前
八
時
に
出
発

し
た
。

こ
の
日
は
幸
運
に
も
快
晴
と
な
り、

車
窓

か
ら
白
く
輝
く
富
士
山
の
雄
姿
を
眺
め
つ
つ
、

山
中
湖
パ
ノ
ラ
マ
台
駐
車
場
へ。

午
前
十
時
過
ぎ
、
霜
柱
の
立
つ
カ
ヤ
ト
の

茂
る
明
る
い
斜
面
を
登
り、

丹
沢
山
系
最
西

部
の

一
峰
・

明
神
山
に

一
時
間
程
で
着
い
た
。

山
頂
の
少
し
手
前
に
は
、
山
中
諏
訪
神
社

奥
富
の
石
柄
が
建
ち
、
こ

こ
か
ら
眺
め
る
山

中
湖
と
富
士
山
、
そ
の
後
ろ
に
南
ア
ル
プ
ス

が
連
な
り
、
三
ジ
峠
方
面
な
ど
第
一
級
の
眺

望
が
広
が
っ
て
い
た
。
こ

こ
で
、
全
員
で
記

念
写
真
。

明
神
山
は
主
稜
線
上
に
あ
り
、
右
へ
の
道

は
三
国
峠
方
面
へ
。
こ
こ

か
ら
左
へ
濯
木
の

茂
る
平
坦
な
主
稜
線
上
の
道
を
進
み、

切
通

峠
の
先
で
そ
れ
ぞ
れ
昼
食
を
と
る
。

こ
の
先
、
国
立
公
園
の
大
看
板
の
建
つ
平

野
集
落
へ
の
分
岐
を
経
て
急
坂
を
登
り
、
午

後
一
時
に
指
導
標
柱
と
一二
紘一寸三
角
点
の
あ
る

高
指
山
に
到
着
し
た
。

山
頂
か
ら
は
富
士
山
は
望
め
た
が
、
延
々

と
連
な
る
丹
沢
山
系
の
雄
大
な
主
脈
は
濯
木

で
望
め
ず
、
残
念
で
あ
っ
た
。

記
念
写
真
の
後
、

少
し
戻
っ
て
、
大
看
板

の
あ
る
分
岐
か
ら
平
野
集
落
へ
の
コi
ス
を

下
り
、
別
荘
地
を
遇
っ
て
午
後
二
時
に
平
野

民

秀

バ
ス
停
に
下
山
。
パ
ス
で
往
路
を
戻
り
、
新

宿
駅
西
口
近
く
で
解
散
と
な
っ
た
。

思
い
起
こ
せ
ば

、

四
十
七
年
前
（
昭
和
田

十
一
年
）
に
、
年
末
か
ら
正
月
に
か
け
て
単

独
で
入
山
し
、
丹
沢
大
山
か
ら
蛭
ケ
岳
、
大

室
山
、
菰
釣
山
、
高
指
山
を
経
て三
国
山
へ

と
縦
走
し
、
一
月
二
日
に
は
富
士
山
頂
に
立

ち
、
山
頂
を
一
周
し
て
夜
遅
く
吉
田
に
下
山
。

さ
ら
に

三
ツ
峠
と
黒
岳
を
縦
走
し
た
こ
と

が
あ
っ
た
が
、

当
時
の
記
憶
が
薄
れ
て
か
、

明
神
山
に
登
っ
て
初
め
て
過
去
に
通
っ
た
と

と
に
気
付
く
と
い
う
、
想
い
出
の
山
行
と
も

な
っ
た
。

企
画
し
て
く
だ
さ
っ
た
集
会委
員
会
に
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

明神山から望む富士山と 山中湖

室
部
長
会
議

十
二
月
六
日
、
晩
餐
会
に
先
立
ち
、
午
前

十
時
三
十
分
か
ら
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
会
議

室
で
開
催
。
今
野
支
部
長
出
席

会
務
報
告
と
し
て
、
百
十
周
年
記
念
事
業
、

日
本
山
岳
会
の
説
明
会
の
開
催
、
安全
霊
山

に
つ
い
て
等
の
報
告
。

ま
た
、
本
会
の
財
政
問
題
、
四
国
支
部
主

管
の
全
国
支
部
懇
談
会

、

秩
父
富
山
岳
賞
受

賞
の
経
緯
、
今
後
の
日

程
等
に
つ
い
て
、
年

度
末
を
控
え
、

各
支
部
へ
二
十
七
年
度
事
業

や
予
算
、
二
十
六
年
度
の
事
業
報
告
や
決
算

報
告
等
が
支
部
へ
依
頼
さ
れ
る。

百
十
周
年
記
念
事
業
の

一
つ
と
し
て
、
「新

日
本
山
岳
誌
」

の
改
訂
版
が
刊
行
さ
れ
る
の

で
、
各
支
部
へ
校
正
を
依
頼
さ
れ
た
。

そ
の
他
。

会
務
報
告

。
役
員
会
を
開
催

－
九
月
二
十
四
日
ジ
ョ

イ
ナ
ス
会
議
室
で
午

後
五
時
か
ら
開
催
。

岩
崎
元
朗
氏
講
演
会
打
ち
合
わ
せ

出
席
者

佐
々
木
（
民）
今
野
鈴

木
（
裕
）

堀
井
鎌
田
佐
藤
（
博
）
佐
々
木

（長
）

ア
ル
パ
イ
ン
ツ
ア
i

社
山
田

a
v十
一
一月
十
八
日
、
午
後

一時
か
ら
秋
田
市

中
央
公
民
館
で
開
催
。

九
月
二
十
日
1

二
十

一
日
に
行
わ
れ
た

支
部
合
同
会
議
の
報
告
。
本
会
の
組
織
、
次

期
人
事
の
基
本
方
針
、
会
員
の
動
向
（
高
齢

化
の
進
む
日
本
山
岳
会
）
、
中
で
も
支
部
山
行

も
含
め
、
登
山
計
画
書
を
提
出
す
る
よ
う
に

指
導
が
あ
っ
た
こ

と
等
が
報
告
さ
れ
た
。
ま

た
、
佐
々
木
（長
）
総
務
委
員
か
ら
、
会
員
増

の
立
場
か
ら
各
支
部
で
検
討
し
て
い
る
支
部

友
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
の
報
告
も
あ
っ
た
。

十
二
月
六
日
に
行
わ
れ
た
支
部
長
会
議
の

報
告
の
中
で
主
な
も
の
は
、
創
立
百
周
年
記

念
事
業
で
発
行
さ
れ
た
「新
日
本
山
岳
誌
」

の
改
訂
版
を
、

一
一O
周
年
記
念
事
業
と
し

て
刊
行
す
る
、
そ
の
校
正
依
頼
で
あ
る
。

秋
田
支
部
の
執
筆
者
は
十
二
名
、
そ
の
総

括
を
佐
々
木
民
秀
顧
問
に
依
頼
し
た
。

二
十
八
年
度
に
秋
田
支
部
で
担
当
す
る
東

北
・

北
海
道
地
区
集
会
の
開
催
地
も、

参
加

す
る
会
員
が
高
齢
化
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

ゴ
ン
ド
ラ
で
「
森
吉
山」
か
、
駒
ヶ
岳
の
「
笹

森
山
・
湯
森
山
」
が
話
題
と
な
っ
た。

出
席
者

今
野
（
昌
）
佐
々
木
（
民
）
鈴
木
（
裕）

堀
井
鎌
田
佐
藤
（
博
）

三
浦
（
農
）

佐
々
木
（
長）

r’ー、、

岩
崎
元
朗
氏
講
演
会

十
一
月
二
十
二
日
（
土
）
午
後
二
時
か
ら

秋
田
市
に
ぎ
わ
い
交
流
館
で
開
催
さ
れ
た

「健
康
登
山
由
秋
田
」
に
は
、
百
八
十
人
を

超
え
る
方
々
に
ご
来
場
い
た
だき
、
成
功
裡

に
終
了
し
ま
し
た
。

受
付
等
、

当
日
ご
協
力
頂
い
た
会
員

佐
々
木
（
民）
今
野
（
昌）
鈴
木
（
裕
）

堀
井
鎌
田

佐
藤
（
博
）
鈴
木
（美
）

右
川
佐
々
木
（
長）

安
藤
（金
）

藤
田
佐
藤

（英
）

宙

~ 

会
報
九
五
号

太
平
山
地

一
頁
上
段
後
ろ
か
ら
十
行
目

、

↓

太
平
山
ゃ

に
訂
正


